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　11月16日（土）大和ふれあいセンター「シトラス」で、第 29 回全国報徳サミット桜川市大
会が開催されます。全国報徳サミットは、二宮尊徳の教えである「報徳仕法」の検証を通じて、
これからのまちづくり・ひとづくりに必要な取り組みを学び生かすために、毎年二宮尊徳ゆかり
の地で開催されています。当日は、参加自由・入場無料となっておりますので、皆様のご参加を
お待ちしております。

【大会内容】９時開場・９時 20分開会
●オープニングイベント　加波山囃

ばやし

子保存会
●開会行事
●�報徳学習発表
・大国小学校 5年生児童による発表
・�夢さくら交流会（市内中学校・義務教育学校後期
課程生徒会）生徒発表
●�基調講演
　�講師／早

は や た

田�旅
た び と

人氏（平塚市博物館�学芸員）� �
演題「�報徳仕法における公共性と再分配� �

―常州真壁郡青木村仕法を中心にー」
●パネルディスカッション
●大会宣言決議
●閉会行事

【特設コーナー】
・二宮尊徳絵画コンクールの作品展示
・桜川市の特産品を販売
・手打ち常陸秋そば、コーヒーの無料提供（数量限定）

二宮尊徳ゆかりの史跡の紹介
　農民の子として育ち、一家離散に遭うが苦難を乗り越え、
よく働き勉学した尊徳は、やがて多くの藩の仕法に着手し、
村の建て直しを行いました。

■青木堰
　天保４年（1833 年）尊徳 47 歳のときに青木地区を流れ
る桜川に堰を築きました。現在の青木堰は、令和３年度に大
規模改修工事により改築されました。小学 3・4年生が使用
する社会科副読本にも青木堰の話が掲載され、尊徳の偉業を
授業で学習しています。

■曛
くんせいざん

静山薬王寺（青木地区）の山門
　尊徳が築いた青木堰の木材を使い建てられた遺跡記念門で
す。

■青木神社
　尊徳が修理した青木神社の境内には、これを記念して青木
村名主舘野勘右エ門が寄進した「手洗い石」があります。な
お、令和６年７月、正徳 5年（1715 年）に建てられた本殿
の大規模改修が行われました。

� ■問合先／桜川市報徳サミット実行委員会（☎０２９６－２０－６３００）

11月16日

手洗い石

青木神社

曛静山薬王寺（青木地区）の山門

青木堰を見学する児童たち

桜 川 市 大 会桜 川 市 大 会
全国報徳サミット開催
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【人口】 36,120�人 （ー 48）
【 男 】 17,970 人 （ー 35）
【 女 】 18,150 人 （ー 13）
【世帯】 13,550 世帯（＋ 　4）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和６年 10月１日現在

✿ 表　紙

このまちの
� 安全・安心を願って

　10 月 12 日、さくらがわ応援
大使の安

あ だ ち

達勇
ゆ う と

人さんが桜川警察
署の一日署長を務めました。
　表紙は、茨城県警察のマスコッ
トキャラクター「ひばりくん」と
ともに街頭キャンペーンを行う
安達さんを撮影したものです。
　安達さんは防犯の合言葉「鍵
かけ、声かけ、心がけ」を紹介し、
地域の安全と安心を呼びかけま
した。

このまちの安全・安心を願って

✿ 桜川市の人口と世帯
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桜川市生涯学習センター通信
　岩瀬中央公民館跡地で建設を進めていた、公民館・図書館・支所機能を併せた複合施設「桜川市生涯学習セ
ンター」の建物工事が完了し、開館日と愛称が決定しました。今後は図書や備品の搬入などを行い、開館に向
けて準備を進めていきます。

■建物部分が完成
　令和５年４月28日に行われた安全祈願祭から１年
５ケ月間に渡る工事期間を経て、桜川市生涯学習セン
ターは９月30日に竣工しました。
　10 月からは、図書の搬入や備品の購入など開館に
向けた館内の整備を行っています。

■愛称が「さくらす」に決定
　桜川市生涯学習センターの愛称は、６月 24 日から７月 26 日に
かけて募集し、２８１名、４８０件の応募をいただきました。桜川
市生涯学習センター愛称選考委員会にて
選考を行った結果、愛称は「さくらす」
に決定しました。
　この愛称には、桜川市（さくら）に暮
らす（くらす）人々の夢を育み、勇気を
与え元気にする学びと交流の場になって
ほしいという意味が込められています。

■�令和７年２月２日（日）
� 開館決定

　開館日の決定に伴い、今後、
施設利用や予約方法などに関す
る説明会を開催していく予定で
すので、日程が決まり次第、広
報紙やホームページなどで周知
いたします。

これまでの建設工事の状況は市ホーム
ページでご確認いただけます。

� ■問合先／生涯学習課（大和ふれあいセンター「シトラス」内 ☎０２９６－２０－６３００）

Vol.5

©桜川市

駐車場から撮影した正面玄関側

市民交流の場となるクリエイティブハブ（1階） 児童図書スペース（2階）



リハビリハート総合介護ケアセンターリハビリハート総合介護ケアセンター
理学療法士 本橋 寛樹理学療法士 本橋 寛樹

介護・リハビリの
ご 相 談 や 見 学 0 2 9 6 - 7 3 - 6 9 6 5
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり

土曜・祝日も営業土曜・祝日も営業 【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー）

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー）
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対　　象：市内小学校第６学年、義務教育学校第６学年（前期課程）
調査人数：２９０人
調査内容：国語、算数、学校・児童質問調査

対　　象：市内中学校第３学年、義務教育学校第９学年（後期課程）
調査人数：２９６人
調査内容：国語、数学、学校・生徒質問調査
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す
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問
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い
、
ま
と
め
、

表
現
す
る
な
ど
の
学
習
活
動
を
学

ぶ
校
内
研
修
を
行
っ
て
い
る
」
に

成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

中
学
校
・
義
務
教
育

学
校
（
後
期
課
程
）

小
学
校
・
義
務
教
育

学
校
（
前
期
課
程
）

－調査の目的－

●�義務教育の機会均等とその水準の維
持向上の観点から、全国的な児童生
徒の学力や学習状況を把握・分析し、
教育施策の成果と課題を検証し、そ
の改善を図る。
●�学校における児童生徒への教育指導
の充実や学習状況の改善などに役立
てる。
●�教育に関する継続的な検証改善サイ
クルを確立する。

－調査の内容－

●教科に関する調査（国語、算数・数学）�
・�次の①と②を一体的に出題。� �
①主として「知識」に関する問題� �
②主として「活用」に関する問題
●質問調査� �
　学習意欲、学習方法、学習環境、生
活の諸側面などに関する質問調査を実
施。
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真壁石で作られた迎賓館赤坂離宮（国宝）

一部に真壁石と稲田石が使われている日本橋（国指定
重要文化財）

真壁石燈籠（国の伝統的工芸品）真壁石燈籠（国の伝統的工芸品）真壁氏累代墓地及び墓碑群（県指定文化財）加波山頂近くの巨石（三尊石）

　

７
月
６
日
、
国
際
地
質
科
学
連

合
（IUGS

）
が
実
施
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
「IUGS Heritage Stone

」

の
中
で
、
真
壁
石
や
稲
田
石
を
含

む
筑
波
山
塊
の
花
崗
岩
が
「
世
界

を
代
表
す
る
55
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ス

ト
ー
ン
（
天
然
石
材
遺
産
）」
の

一
つ
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
認

定
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
東
ア
ジ

ア
地
域
初
の
認
定
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課（
☎
０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直
通
）

　

今
回
の
認
定
で
は
、
筑
波
山
塊

の
花
崗
岩
の
石
材
と
し
て
の
汎
用

性
の
高
さ
や
、
文
化
的
活
用
の
歴

史
の
古
さ
（
山
岳
信
仰
、
石
造
物

づ
く
り
や
石
材
産
業
の
発
展
の
歴

史
な
ど
）
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　

真
壁
石
は
見
慣
れ
た
石
材
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
界
を
代
表
す

る
石
材
と
い
う
視
点
で
、
改
め
て

じ
っ
く
り
観
察
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

真
壁
石

真
壁
石
を
含
む

を
含
む
「
筑
波
山
塊
の
花
崗
岩
」

「
筑
波
山
塊
の
花
崗
岩
」
がが

東
ア
ジ
ア

東
ア
ジ
ア
初初
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ス
ト
ー
ン
に
認
定

の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ス
ト
ー
ン
に
認
定

筑
波
山
地

筑
波
山
地
域域
ジジ
オオ
パパ
ーー
クク
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

監
査
委
員

■
任
期
／
令
和
６
年
９
月
27
日
～

令
和
８
年
９
月
23
日

■
経
歴
／
桜
川
市
議
会
議
長
、
筑

北
環
境
衛
生
組
合
議
会
議
長

桜
川
市

�
行
政
情
報萩

は ぎ わ ら

原　剛
た け し

志 氏
（西小塙地区）

■
問
合
先
／
筑
波
山
地
域
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
（
☎
０
２
９

-
８
８
３-

０
０
１
２
）
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8月22日

　

五
所
駒
瀧
神
社
（
真
壁
町
山
尾
地

区
）
で
、
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
る
か

っ
た
て
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
に
は
、
地
元
住
民
や
町
内
氏

子
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
桜
川
市
地

域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
が
参
加
。
ご

祈
祷
後
、
松
明
に
火
を
灯
し
、
権
現

山
を
一
列
に
な
っ
て
登
り
ま
し
た
。

富
士
浅
間
神
社
に
到
着
後
は
、
松
明

を
立
て
、
神
火
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
は
奉
納
花
火
が
打
ち

あ
が
り
、
祭
り
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

　

樺
穂
小
学
校
で
稲
刈
り
体
験
授

業
が
行
わ
れ
、
農
業
の
専
門
家
や

地
域
の
方
の
協
力
の
も
と
、
５
年

生
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
は
、
同
校
で
約
30
年

続
く
伝
統
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
学
校
統
合
に
伴
う
閉
校
に
よ

り
、
今
回
が
最
後
の
授
業
に
な
り

ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
５
月
の
田
植
え

体
験
で
自
分
た
ち
の
植
え
た
苗
が

成
長
し
た
こ
と
を
喜
び
、
手
作
業

で
刈
り
取
り
を
し
ま
し
た
。

　

樺
穂
小
学
校
体
育
館
で
長
岡
地

区
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
岡
地
区
が
主
催
し
た
こ
の
会

は
、
高
齢
者
の
長
寿
を
祝
う
と
同

時
に
、
児
童
や
生
徒
が
運
営
に
携

わ
る
こ
と
で
、
社
会
性
や
自
己
肯

定
感
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

運
営
を
担
当
し
た
湯ゆ

ざ
わ澤
真ま

ほ歩
さ

ん
（
岩
瀬
高
校
１
年
）
は
「
地
域

の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
。
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ

ト
ラ
ス
」
で
中
学
校
部
活
動
地
域

展
開
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

市
は
令
和
８
年
度
か
ら
、
市
内

の
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
に
お

け
る
休
日
の
部
活
動
ゼ
ロ
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
休
日
に
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
ク

ラ
ブ
」
の
充
実
に
向
け
、
情
報
や

課
題
を
共
有
し
、
参
加
者
と
共
に

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

9月15日

8月31日

9月18日

中
学
校
部
活
動
地
域
展
開
に
つ
い
て
の�

�

説
明
会
開
催

樺
穂
小
学
校
５
年
生
が
稲
刈
り
体
験

火
を
奉
納
し
祈
る
伝
統
の
火
祭
り�

�

か
っ
た
て
祭
が
開
催

児
童
・
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
開
催�

�

長
岡
地
区
敬
老
会

児童や生徒と輪投げを楽しむ参加者

子どもたちの未来を考える 34名の参加者

授業に参加された皆さん

神火を松明に灯し、権現山へ出発



糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します

事務所・工場 ☎ 0296-54-2626
つくば事務所 ☎ 029-877-1331
　 　 　 U R L https://digi-pri.com

未来に、社会に、
必要とされる印刷を
未来に、社会に、
必要とされる印刷を
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９
月
11
日
に
、大
塚
市
長
が
、

市
内
の
男
性
・
女
性
の
最
高
齢

の
方
と
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

る
方
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ご
本

人
や
ご
家
族
の
方
に
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
、
国
や
県
、
市
か

ら
の
褒
状
や
記
念
品
な
ど
を
お

届
け
し
ま
し
た
。 

　

都
合
に
よ
り
、
お
名
前
の
み

の
ご
紹
介
の
方
も
い
ま
す
。
ま

た
写
真
は
、
お
名
前
の
50
音
順

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者
／
大
正
13
年
４
月
１

日
～
大
正
14
年
３
月
31
日
生
ま

れ
の
方

■
基
準
日
／
７
月
31
日

■
問
合
先
／
高
齢
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６-

73-

４
５
１
１
直
通
）

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す菊

き く ち

池 すい さん 落
おちあい

合 志
し

げ さん 海
え び さ わ

老澤 昭
あきら

 さん

小
こばやし

林 アイ さん

平
ひ ら た

田 愛
あ い こ

子 さん 根
ね も と

本 昭
しょう

 さん

関
せき

 はる さん

石
いしかわ

川 一
か ず え

枝 さん

菊
き く ち

池 ミツヱ さん

野
の ぐ ち

口 ふく さん

伊
い ざ わ

澤 みつ さん

片
かたおか

岡 トシ子
こ

 さん

中
な か の

野 きん さん

飯
いいずみ

泉 三
み つ お

男 さん

⻆
か く た

田 トキ さん

長
ながしま

島 さく さん

飯
いいずみ

泉 照
て る じ

二 さん

入
い り の

野 テル さん

鈴
す ず き

木 政
まさ

 さん

安
あ だ ち

達 タマ さん

石
いしつか

塚 シゲ子
こ

 さん

酒
さかより

寄 マサ子
こ

 さん

安
あ だ ち

達 喜
き よ こ

代子 さん

石
いしかわ

川 喜
き よ

代 さん

小
こばやし

林 梅
う め こ

子  さん

野
の ざ わ

澤 はつ さん深
ふ か や

谷 まつ さん谷
や た べ

田部 よね さん

　市内男性最高齢の
谷
や じ ま

島 友
ともさぶろう

三郎さん（101歳）
市内女性最高齢の

栗
く り た

田 きく枝
え

 さん（104 歳）

１００年を歩まれた皆さま
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市
で
は
、
人
口
減
少
対
策
で
あ

る
「
さ
く
ら
が
わ
人
生
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
今

年
度
か
ら
「
就
職
祝
金
事
業
」
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
の
方
の
市
内
で
の
就

職
と
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
初
め
て
市
内
の
事
業
所
な

ど
に
就
職
し
た
個
人
の
方
に
対

し
、
５
万
円
の
「
就
職
祝
金
」
を

交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
に
お
け
る
人
材
確

保
を
図
る
た
め
、
雇
用
し
た
事
業

主
に
対
し
て
も
、
対
象
と
な
る
新

規
就
職
者
一
人
当
た
り
５
万
円
の

「
新
規
就
職
者
雇
用
奨
励
金
」
を

交
付
し
ま
す
。

　

交
付
を
受
け
る
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
対
象
要
件
や
提
出
書

類
を
ご
確
認
の
上
、
期
限
内
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

就
職
祝
金
（
個
人
対
象
）

■
交
付
対
象
者
／
令
和
６
年
４
月

１
日
以
降
に
初
め
て
市
内
の
事
業

所
な
ど
で
就
労
を
開
始
し
た
30
歳

未
満
の
方
で
、
申
請
日
時
点
で
桜

川
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
お
り
、

現
に
居
住
し
て
い
る
方

■
金
額
／
５
万
円

■
申
請
期
限
／
就
労
開
始
か
ら
６

か
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
１
年
以

内■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎
０

２
９
６-

55-

１
１
５
９
直
通
）

雇
用
奨
励
金
（
事
業
主
対
象
）

■
交
付
対
象
者
／
就
職
祝
金
の
交

付
対
象
者
を
６
か
月
以
上
雇
用
し

た
市
内
の
事
業
主

■
金
額
／
正
規
雇
用
し
た
新
規
就

職
者
一
人
当
た
り
５
万
円

■
申
請
期
限
／
新
規
就
職
者
の
雇

用
開
始
か
ら
１
年
以
内

■
問
合
先
／
地
域
開
発
課
（
☎
０

２
９
６-

58-

５
１
２
６
直
通
）

就
職
祝
金
（
個
人
）・
雇
用
奨
励
金
（
事
業
主
）
の

就
職
祝
金
（
個
人
）・
雇
用
奨
励
金
（
事
業
主
）
の

��

交
付
申
請
受
付
中

交
付
申
請
受
付
中

さ
く
ら
が
わ
人
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

さ
く
ら
が
わ
人
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

©桜川市

就職祝金

雇用奨励金

　

９
月
８
日
、
青
少
年
育
成
桜
川

市
民
会
議
主
催
の
「
第
19
回
桜
川

市
青
少
年
の
主
張
大
会
」
が
大
和

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
シ
ト
ラ
ス
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
市
内
中
学
校
・

義
務
教
育
学
校
か
ら
の
代
表
生
徒

８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
技
術
や
環
境
問
題
、
社
会

的
課
題
な
ど
幅
広
く
、
ど
の
発
表

も
実
社
会
に
直
結
す
る
テ
ー
マ
で

の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
今
感
じ
て
い

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
変
化
す

る
社
会
の
中
で
新
た
な
課
題
に
目

を
向
け
な
が
ら
、
青
少
年
ら
し
い

率
直
で
個
性
に
あ
ふ
れ
た
主
張
で

未
来
を
切
り
開
く

�

「
青
少
年
の
主
張
大
会
」

し
た
。

青
少
年
の
主
張
大
会
　
受
賞
者

市
長
賞

　

鈴す
ず
き木 

茉ま
ひ
ろ優
（
大
和
中
３
年
）

教
育
長
賞

　

髙た
か
は
し橋 

柚ゆ
ず
き貴
（
岩
瀬
西
中
３
年
）

会
長
賞

　

篠し
の
ざ
き﨑 

迅じ
ん

（
大
和
中
３
年
）

優
秀
賞

　

青あ
お
き木 

澪れ

み美
（
岩
瀬
東
中
２
年
）

　

大お
お
ぜ
き関 

爽あ
き
と斗
（
桜
川
中
２
年
）

　

金か
ね
だ田 

陽は

る琉
（
桜
川
中
２
年
）

　

田た
な
か中 

亜あ

い依
（
桃
山
学
園
９
年
）

　

谷や
じ
ま島 
愛あ

い
こ子
（
桃
山
学
園
９
年
）

市長賞を受賞した鈴木さんの発表
「グリーンツーリズム」



スタッフ・入居利用者様募集中スタッフ・入居利用者様募集中

私たちと一緒に働きませんか？私たちと一緒に働きませんか？
☎0296-75-2509☎0296-71-6888 社会福祉法人上の原学園

〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田159-1　担当：杉山・宮田〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田154-4　　担当：益子

社会福祉法人
特別養護老人ホーム上の原

2026卒の方は、
マイナビ2026から▼

中途採用ご希望の方は、お電話
またはホームページより▼

スミハツの技術が
未来の交通インフラと
産業機械を支えています

未
来
に
誇
れ
る
仕
事
を

 
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
？
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追加健診のお知らせ（完全予約制）
　住民健診（胃がん検診あり）を追加で実施します。今年度最後の住民健診をぜひ受診してください。
■日時・会場／�１２月６日（金）真壁福祉センター�

１２月７日（土）岩瀬福祉センター　※8時～ 11時 30分までの 30分間隔で受付
■内容／�特定健診、後期高齢者健診、ユース健診、各種がん検診
■対象／�令和 6年度健診未受診者　※年度内1回のみの受診となります。
■�インターネット予約�
１１月２６日（火）20時～　※健診希望日の平日２日前の12時まで

■�コールセンター予約（☎0570-077-150）�
１１月２７日（水）のみ　9時～ 17時

ウォーキング教室
　運動をしている方もこれから始める方も、効果的なウォーキング方法を学びませんか。
■日時／�１２月１３日（金）10時～ 11時 30分
■場所／大和駅北公園
■講師／畑

はた

�雅
まさひろ

裕氏（健康運動指導士）
■申込方法／①インターネット予約　�②健康推進課に電話（☎0296-75-3159 直通）

■問合先／健康推進課　☎0296‐75‐3159（直通）  12

●●各種相談（要予約）
こころの健康相談（精神科医による個別相談・1人 30分程度）
日時 １２月１９日（木）①14 時～　②14 時 45分～ 会場 岩瀬福祉センター

子育て相談（精神保健福祉士による個別相談・1人 1時間程度）
日時 １２月１１日（水）①10時～　②11時～ 会場 岩瀬福祉センター

総合健康相談

日時 １２月１３日（金）、２７日（金）10時～11時30分 会場 乳幼児相談・・子育て世代包括支援センターさくらっこ
上記以外・・・岩瀬庁舎

●●休日当番医　�診療時間／9時～12時、13時～16時　　受付時間／9時～11時 30分、13時～15時 30分
診療日 医療機関名 住所 連絡先

１２月�１日（日） 上の原病院 上野原地新田159-2 ☎ 0296-75-3130
１２月�８日（日） 内科宮本医院 真壁町古城229-1 ☎ 0296-55-0101
１２月１５日（日） 平島医院 岩瀬198 ☎ 0296-75-2510
１２月２２日（日） 田崎内科医院 真壁町田268-6 ☎ 0296-55-2511
１２月２９日（日） 阿部田医院 真壁町亀熊123-1 ☎ 0296-55-0305
１２月３０日（月） 鏑木クリニック 加茂部4-1 ☎ 0296-76-3131
１２月３１日（火） 根本医院 真壁町真壁202 ☎ 0296-55-0027

インター
ネット予約
はコチラ▶

インター
ネット予約
はコチラ▶

　
帯た

い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
は
、
水す

い
と
う痘

（
水
ぼ
う

そ
う
）
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス
で
起
こ

る
皮
膚
の
病
気
で
す
。

　
50
歳
代
か
ら
発
症
率
が
高
く
な

り
、
80
歳
ま
で
に
約
３
人
に
１
人

が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

▼
帯
状
疱
疹
の
初
期
症
状

　

帯
状
疱
疹
で
は
、
初
め
に
皮
膚

に
ピ
リ
ピ
リ
、
ズ
キ
ズ
キ
、
チ
ク

チ
ク
と
い
っ
た
神
経
痛
の
よ
う
な

痛
み
を
感
じ
、
そ
の
後
、
水
ぶ
く

れ
（
水す

い
ほ
う疱
）
を
伴
う
発
疹
が
帯
状

に
現
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

▼
初
期
症
状
に
気
づ
か
ず�

�
�

治
療
が
遅
れ
た
場
合

　

通
常
、
帯
状
疱
疹
の
痛
み
は
、

水
ぶ
く
れ
や
赤
い
発
疹
が
治
る
と

軽
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
帯
状

疱
疹
だ
と
気
づ
か
ず
に
治
療
が
遅

れ
た
場
合
に
は
、
皮
膚
症
状
が
治

ま
っ
た
後
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て

痛
み
が
残
る
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛

（
Ｐ
Ｈ
Ｎ
）
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
り
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
を
疑
う
症
状
に
気
が

つ
い
た
ら
、
で
き
る
限
り
早
く
医

療
機
関
を
受
診
し
治
療
を
開
始
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

▼
予
防
の
た
め
に�

�
�

で
き
る
こ
と

●①
免
疫
機
能
を
高
め
る

　

帯
状
疱
疹
は
免
疫
力
の
低
下
に

よ
っ
て
発
症
す
る
た
め
、
帯
状
疱

疹
の
予
防
に
は
日
頃
の
体
調
管
理

が
重
要
で
す
。
食
事
や
十
分
な
睡

眠
を
と
る
こ
と
、
適
度
な
運
動
や

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
、
免

疫
力
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

●②
予
防
接
種
を
受
け
て�

�
�

免
疫
強
化
を
図
る

　

50
歳
以
上
の
方
は
、
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
予

防
接
種
に
よ
り
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
免
疫
を
高
め
、
発
症

を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

※�

予
防
接
種
は
帯
状
疱
疹
を
完
全

に
防
ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
接
種
で
き
な
い
方

も
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
か
か

り
つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

市
で
は
、
帯
状
疱
疹
の
予
防
接

種
費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
助

成
券
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

助
成
券
を
持
参
せ
ず
に
予
防
接

種
を
行
っ
た
場
合
、
助
成
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

予
防
接
種
費
用
の�
�

一
部
助
成

市ホームページ

予防接種費用 助成券

帯
状
疱
疹

帯
状
疱
疹
っ
て
っ
て
な
に
な
に

【帯状疱疹が発症するしくみ】

1 水ぼうそう
初めて感染した時は、水ぼうそう
として発症します。（主に子ども
の頃）

2 潜伏感染
治った後もウイルスは長い間、体
内に潜んでおり、普段は免疫力に
よって活動が抑えられています。

3 免疫力低下
加齢やストレスなどで免疫力が低
下するとウイルスが暴れだします。

4 帯状疱疹
ウイルスは、神経に沿って移動、
皮膚に到達し、帯状疱疹を発症し
ます。



桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111

ペット火葬は  北つくば農協葬祭のペットセレモニー

ご家族が安心してお見送りできるようお手伝いさせていただきます
まずはお電話ください。丁寧に分かりやすくご説明いたします。

ペットがなくなった!
どうしたらいいの?

その他の地域の方はご相談ください。

ご家族が安心して
お見送りできるよう

心から
信頼いただき

まごころ込めた
おもてなし
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募

集

「
桜
川
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク 
市
制
20
周
年
版
」
広

告
主

　

令
和
７
年
度
に
市
制
20
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
役
所
の
窓

口
業
務
や
各
種
手
続
き
、
公
共
施

設
や
医
療
機
関
な
ど
を
掲
載
し
た

行
政
情
報
誌
「
桜
川
市
く
ら
し
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
株
式
会
社
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
と
協
働
で
発
行
し
ま

す
。
今
後
、広
告
主
募
集
の
た
め
、

同
社
担
当
者
が
事
業
所
を
訪
問
い

た
し
ま
す
。

　

広
告
掲
載
を
希
望
す
る
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

・ 

広
告
掲
載
に
関
し
て
／
株
式
会

社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
水
戸
支
店

（
☎
０
２
９‐
２
２
４‐

３
０
７
０
）

・ 

冊
子
の
内
容
に
関
し
て
／
企
画

課
（
☎
58‐５
１
１
１
・
75‐

３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

男
女
共
同
参
画
講
演
会

ス
ポ
ー
ツ
か
ら
考
え
る 

 
 

男
女
共
同
参
画

　

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
柔

道
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
が
講
師
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
考
え
る
男
女

共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
８
日
（
日
）
13
時

30
分
～
（
開
場
13
時
）

■
会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

■
講
師
／
山や

ま
ぐ
ち口 

香か
お
り

氏
（
筑
波
大

学
教
授
）

■
定
員
／
２
０
０
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話
ま

た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
み

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
生
活
環
境

課
（
☎
58‐
５
１
１
１
・
75‐

３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

 
 

講
習
会

　

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基

礎
知
識
と
、
マ
シ
ン
の
使
用
方
法

に
つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。

岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」

■
日
時
／
12
月
15
日
（
日
）

第
25
回
幼
児
か
ら
の
運
動
遊

び
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

市
内
の
幼
児
や
小
学
生
の
子
供

た
ち
を
対
象
に
、
楽
し
く
運
動
遊

び
を
す
る
こ
と
で
体
力
の
向
上
を

目
的
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。

■
日
時
／
12
月
15
日
（
日
）
８
時

30
分
～
12
時

■
会
場
／
岩
瀬
体
育
館「
ラ
ス
カ
」

■
対
象
／
市
内
在
住
の
３
歳
～
12

歳
の
幼
児
・
児
童
と
父
母

■
定
員
／
50
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
参
加
希
望
の
方
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

記
入
の
う
え
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
９
６

‐76‐０
６
８
３
）
ま
た
は
メ
ー

ル
（khyst179@

yahoo.co.jp

）

■
申
込
期
限
／
12
月
8
日
（
日
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
い

い
と
も
ク
ラ
ブ
代
表 

永な
が
せ瀬 

雅ま
さ
は
る治

（
☎
０
２
９
６‐76‐０
６
８
３
）

●

●

●

●

●

ゴ
ミ
拾
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
日
時
／
12
月
8
日
（
日
）
９
時

出
発
（
８
時
30
分
受
付
開
始
）

※
荒
天
中
止

■
集
合
場
所
／
岩
瀬
体
育
館
「
ラ

ス
カ
」

■
内
容
／
岩
瀬
体
育
館「
ラ
ス
カ
」

方
ま
た
は
、
指
導
者
と
し
て
興
味

が
あ
る
成
年
の
方

■
参
加
費
／
無
料

■
持
ち
物
／
活
動
し
や
す
い
服
装

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
桜
川
第
１
団 

田た
な
か中

（
☎

０
８
０‐６
５
８
３‐４
５
２
４
）

●

●

●

●

●

カ
ン
タ
ン
・
ボ
ッ
チ
ャ 

 
 

交
流
大
会

　

カ
ン
タ
ン
・
ボ
ッ
チ
ャ
と
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
運
動
が

苦
手
な
方
で
も
、
簡
単
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
５
日
（
木
）
９
時

～
13
時

■
会
場
／
岩
瀬
体
育
館「
ラ
ス
カ
」

■
対
象
／
市
内
ま
た
は
、
近
隣
市

町
に
在
住
の
方

■
定
員
／
48
名
（
先
着
順
）

※ 

１
チ
ー
ム 

３
名
ま
で

■
参
加
費
／
３
０
０
円

■
申
込
方
法
／
電
話

■
申
込
期
限
／
11
月
30
日
（
土
）

■
持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、

室
内
用
運
動
靴

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
協
会
桜
川
代
表 

長な
が
ほ
り堀
（
☎
０
８
０‐１
０
９
９‐

４
４
０
６
）

か
ら
国
道
50
号
を
ゴ
ミ
拾
い

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
小
・
義
務
教
育
学
校
４
年
生

以
上
の
健
康
に
自
信
の
あ
る
方

※ 

小
・
義
務
教
育
学
校
生
（
前
期

課
程
）
は
、
保
護
者
同
伴

■
定
員
／
１
０
０
名

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
岩
瀬
体
育
館
「
ラ

ス
カ
」、
真
壁
体
育
館
の
窓
口
、

電
話
、
必
要
事
項
（
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
連
絡
先
）
を
記
載
の

う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
９
６‐75‐

６
６
０
１
）、
メ
ー
ル
（sport@

city.sakuragaw
a.lg.jp

）
い
ず

れ
か
の
方
法
に
て
申
し
込
み

■
申
込
期
限
／
12
月
1
日
（
日
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
内 

☎
０
２
９
６‐75‐

６
６
０
０
）

●

●

●

●

●

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

 
 

１
日
体
験
入
隊

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
１
日
体
験

入
隊
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
の

飛
び
入
り
参
加
も
可
能
で
す
。

■
日
時
／
11
月
23
日
（
土
）
９
時

30
分
～
12
時
（
雨
天
決
行
）

■
会
場
／
桜
川
市
総
合
運
動
公
園

駐
車
場

■
対
象
／
小
学
校
1
年
生
以
上
の

家
族
介
護
支
援
事
業

救
急
講
習
会

　

桜
川
消
防
署
職
員
の
指
導
に
よ

る
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
救
急
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
消
防
署
内
の
見
学
も
で
き
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
5
日
（
木
）
13
時

30
分
～
15
時
30
分

■
会
場
／
桜
川
消
防
署

■
対
象
／
市
内
で
在
宅
介
護
を
し

て
い
る
方
、
介
護
分
野
に
興
味
の

あ
る
方

■
定
員
／
20
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話

■
申
込
期
限
／
11
月
25
日
（
月
）

■
そ
の
他
／
署
内
は
土
足
厳
禁
の

た
め
、
屋
内
用
の
靴
ま
た
は
ス

リ
ッ
パ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
北

部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
桜

川
市
社
会
福
祉
協
議
会
内 

☎

０
２
９
６‐70‐４
４
１
０
）

お
知
ら
せ

腐
葉
土
作
り
用
落
ち
葉 

 
 

無
料
配
布

　

上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の
里
キ
ャ
ン

プ
場
内
の
落
ち
葉
の
無
料
配
布
を

・ 

第
１
回
…
15
時
10
分
～
16
時
10

分
（
受
付
15
時
～
）

・ 

第
２
回
…
16
時
20
分
～
17
時
20

分
（
受
付
16
時
10
分
～
）

■
申
込
方
法
／
岩
瀬
体
育
館
「
ラ

ス
カ
」
の
窓
口
、
ま
た
は
必
要
事

項
を
記
載
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
２
９
６‐75‐６
６
０
１
）

も
し
く
は
メ
ー
ル
（sport@

city.
sakuragaw

a.lg.jp

）

真
壁
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
日
時
／
12
月
15
日
（
日
）

・ 

第
１
回
…
18
時
～
19
時
（
受
付

17
時
50
分
～
）

・ 

第
２
回
…
19
時
10
分
～
20
時
10

分
（
受
付
19
時
～
）

■
申
込
方
法
／
真
壁
体
育
館
の
窓

口
、
ま
た
は
必
要
事
項
を
記
載
の

う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
９
６‐54

‐０
７
７
０
）
も
し
く
は
メ
ー
ル

（sport@
city.sakuragaw

a.
lg.jp

）
共
通
事
項

■
受
講
資
格
／
高
校
生
以
上
の
方

■
定
員
／
各
回
20
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
達
し
次
第
終
了

■
受
講
料
／
無
料

■
そ
の
他
／
必
要
事
項
は
住
所
、

氏
名
お
よ
び
フ
リ
ガ
ナ
、
生
年
月

日
、
連
絡
先
、
受
講
希
望
回
、
障

が
い
者
手
帳
の
有
無
（
任
意
）

・ 

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
場

合
、
使
用
料
が
減
額
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
注
意
事
項

・ 

受
付
時
間
に
遅
れ
ま
す
と
受
講

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・ 

本
講
習
会
後
に
発
行
す
る
修
了

証
は
、
講
習
会
を
受
講
し
た
施

設
の
み
有
効
で
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」

内 

☎
０
２
９
６‐
75‐

６
６
０
０
、
真
壁
体
育
館
☎

０
２
９
６‐54‐０
７
５
３
）

●

●

●

●

●

「
第
６
回
さ
く
ら
川
百
貨
選

定
審
査
会
」
申
請
品

　

市
内
の
自
慢
の
逸
品
を
募
集
し

ま
す
。
販
路
拡
大
や
カ
タ
ロ
グ
へ

の
掲
載
、
市
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を

ご
検
討
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
／
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
12
月
25
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
課
（
☎
58‐５
１
１
１
・
75‐

３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●



桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111

令和6年

月 (日）日

14さくらがわ　2024.11.1

行
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
菜
園
や
農

作
物
用
の
腐
葉
土
作
り
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
持
ち
帰
り
に
必
要
な
運

搬
車
や
袋
な
ど
は
各
自
で
ご
準
備

く
だ
さ
い
。

※
落
ち
葉
が
無
く
な
り
次
第
終
了

■
配
布
時
間
／
９
時
～
16
時
30
分

※
第
１
・３
水
曜
日
は
定
休
日

■
配
布
場
所
・
問
合
先
／
上
野
沼

や
す
ら
ぎ
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
（
桜

川
市
上
野
原
地
新
田
48 

☎

０
２
９
６‐76‐０
９
５
２
）

無
料
相
談

無
料
法
律
相
談

　

財
産
・
相
続
・
借
地
・
金
銭
貸

借
契
約
・
離
婚
問
題
な
ど
、
法
律

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
27
日
（
水
）
10
時

～
12
時

■
予
約
開
始
／
11
月
19
日
（
火
）

９
時
～

■
会
場
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
市
内
在
住
で
、
先
着
５

名
（
１
人
20
分
程
度
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
０
２
９
６‐

70‐４
４
１
０
）

●

●

●

●

●

※ 

受
付
時
間 

平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分
ま
で

●

●

●

●

●

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
悩
み
を
持

つ
女
性
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

■
期
間
／
11
月
13
日
（
水
）
～
19

日
（
火
）

■
時
間
／
8
時
30
分
～
19
時

（
土
・
日
曜
日
は
10
時
～
17
時
）

■
専
用
電
話
（
全
国
共
通
）

☎
０
５
７
０‐０
７
０‐８
１
０

■
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員
・
法

務
局
職
員

■
問
合
先
／
水
戸
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
（
☎
０
２
９‐２
２
７

‐９
９
１
９
）

●

●

●

●

●

結
婚
相
談
会
in
筑
西

　

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方
や

ご
家
族
な
ど
、
ど
な
た
か
ら
の
相

談
も
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
８
日
（
日
）
13
時

～
17
時

■
会
場
／
筑
西
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
筑
西
市
小
林
３
５
５
）

■
対
象
／
独
身
の
成
人
男
女
ま
た

は
そ
の
親
族

■
定
員
／
10
名
（
予
約
制
・
先
着

順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
持
ち
物
／
身
分
証
明
書

■
申
込
期
間
／
11
月
18
日
（
月
）

～
27
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
い
ば
ら
き

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー 

県
西
地

域
活
動
協
議
会 

木き
む
ら村
（
☎

０
９
０‐
８
０
４
４‐

５
４
０
８
）、
上か

み
が
わ
ら

河
原
（
☎

０
８
０‐
１
２
２
２‐

１
１
０
１
）

※
受
付
時
間
12
時
～
19
時

多
重
債
務
者
の
た
め
の�

�
�

無
料
法
律
相
談
会

　

借
金
の
返
済
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
、
弁
護
士
、
消
費
生
活
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
／
会
場

・ 

11
月
26
日
（
火
）
13
時
～
17
時

／
取
手
市
役
所
議
会
棟
（
取
手

市
寺
田
５
１
３
９
）

・ 

11
月
28
日
（
木
）
13
時
～
17
時

／
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー（
日

立
市
幸
町
１‐21‐１
）

・ 

12
月
3
日
（
火
）
13
時
～
17
時

／
坂
東
市
立
岩
井
公
民
館
風
の

砦
（
坂
東
市
岩
井
3
１
０
８
）

・ 

12
月
5
日
（
木
）
16
時
～
20
時

／
茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎
（
水

戸
市
柵
町
１‐３‐１
）

■
対
象
／
借
金
の
返
済
に
お
困
り

の
方

■
定
員
／
各
会
場
５
名（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話

■
申
込
期
限
／
相
談
当
日
の
１
週

間
前
ま
で

■
そ
の
他
／
詳
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
生

活
文
化
課
（
☎
０
２
９‐３
０
１

‐２
８
２
９
）

●

●

●

●

●

納
期
限
／
12
月
２
日（
月
）

固
定
資
産
税�

３
期

国
民
健
康
保
険
税�

５
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

５
期

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

10
月
納
期
の�

�

税
・
保
険
料



● ガス機器の調子はいかがでしょうか？
　 お気づきの点がありましたなら、お気軽に販売店へお声かけください。
● ご飯のおいしい季節です。ガスで炊いたご飯は格別です。お試しください。
● 最新式の高効率ガス機器等などご相談お受けいたします。
● リフォームなど工事を予定される場合は、ガス事故防止のため販売店へご連絡

ください。

LPガス販売店は、みな様のくらしを見守り続けています

茨城県高圧ガス保安協会 岩瀬部会（笠間支部）　☎０２９６-７２-５０８４（LPG 保安センター内）
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俳
　
句

【
茂
山
俳
句
会
】
※
兼
題
「
小
鳥
来
る
」「
時

鳥
草（
杜
鵑
草
）」テ
ー
マ
句「
深
」ほ
か
雑
詠

夕
焼
の
淡
き
に
溶
け
よ
渡
り
鳥

�
酒
寄�

誠

時ほ
と
と
ぎ
す

鳥
草
ひ
つ
そ
り
咲
く
庭
の
隅

�

植
竹�

ふ
み

時ほ
と
と
ぎ
す

鳥
草
信
濃
に
向
か
ふ
塩
の
道

�

宮
本�

立
男

虫
の
音
や
深
き
闇
よ
り
呼
び
か
は
す

�

海
老
澤�

幸
子

秋
思
ふ
と
コ
コ
ア
ミ
ル
ク
の
渦
消
ゆ
る

�

渡
部�

千
恵
子

日
の
本
は
専
守
防
衛
放へ

ひ
り屁
虫む

し

�

相
田�

ひ
ろ
し

お
祝
ひ
は
い
ら
ん
と
母
の
敬
老
日

�

深
谷�

誠
一

村
捨
て
む
老
い
た
同
志
や
稲
を
刈
る

�

岩
淵�

の
ぶ
子

林
檎
む
く
余
生
長
く
と
皮
つ
な
ぐ

�

金
子�

弘
毅

後き
ぬ
ぎ
ぬ朝
の
天
女
の
な
み
だ
蛍
草

�

海
老
沢�

静
夫

晴
れ
似
合
ふ
雨
は
さ
ら
な
り
杜ほ

と
と
ぎ
す

鵑
草

�

君
島�

真
理
子

【
岩
瀬
俳
句
会
】

卒
寿
な
る
苦
楽
と
供
に
小さ

よ夜
時し

ぐ
れ雨

�

入
山�

比
呂
子

秋
暁
見
え
隠
れ
す
る
白
い
月

�
久
保
谷�

ひ
さ
し

紫
の
つ
ま
び
ら
か
な
る
時ほ

と
と
ぎ
す

鳥
草

�

渡
部�
千
恵
子

破
れ
蓮
水
の
淀
み
て
重
た
か
り

�

細
谷�

充
女

【
一
般
投
稿
】

秋
雨
や
す
ま
し
て
渡
る
黒
い
ネ
コ

�

浅
賀�

順
子

ふ
る
さ
と
に
街
灯
な
し
月
あ
か
り

�

長
堀�

芳
江

り
ん
り
ん
り
姿
隠
し
て
萩
の
中

�

友
常
小
蝶

　
短
　
歌

【
一
般
投
稿
】

筑
波
山
暮
れ
ゆ
く
平
野
に
根
を
下
ろ
す
き
い

ろ
に
染
ま
る
里
の
秋

�

青
木�

勲

秋
の
山
松
茸
し
め
じ
匂
い
た
つ
自
然
の
恵
み

に
笑
顔
は
じ
け
る

�

鈴
木�

省
一

庭
先
を
十
五
夜
照
ら
す
ぼ
う
じ
ぼ
の
子
供
の

声
は
に
ぎ
や
か
う
れ
し

�

長
堀�

勉



　

市
内
の
四
季
折
々
の
風
景
が
描

か
れ
た
「
桜
川
の
四
季
観
光
Ｐ
Ｒ

ポ
ス
タ
ー（
全
12
種
類
）」を
題
材

と
し
て
、
令
和
４
年
度
に
開
催
さ

れ
た
「
桜
川
の
四
季
シ
ョ
ー
ト
ス

ト
ー
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
最
優

秀
賞
作
品
「
ひ
か
り
さ
す
（
作
者

　

藤ふ
じ
も
と本
希の

ぞ
み）」
を
原
案
と
し
た
観

光
Ｐ
Ｒ
動
画
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
動
画
は
、
10
月
５
日

に
開
催
さ
れ
た
水
戸
芸
術
館
の

「
水
戸
映
画
祭
」で
上
映
さ
れ
、同

日
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
を

開
始
し
ま
し
た
。今
後
、動
画
配
信

を
通
じ
て
当
市
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
あ
ら
す
じ
／
曇
天
模
様
の
あ
る

日
、
私
は
誰
ひ
と
り
乗
客
の
い
な

い
桜
川
市
内
を
巡
回
す
る
バ
ス
に

乗
り
こ
ん
だ
。
車
内
に
は
運
転
手

と
私
の
ふ
た
り
き
り
。「
地
元
の

方
で
す
か
」
と
話
し
か
け
た
私
に

答
え
た
運
転
手
の
声
は
、
ど
こ
か

懐
か
し
い
印
象
が
し
た
。「
お
客

さ
ん
の
思
い
出
の
場
所
を
教
え
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
運
転
手
の
問

い
を
き
っ
か
け
に
蘇
る
父
と
母
と

の
数
々
の
思
い
出
。
そ
れ
は
い
つ

し
か
父
と
私
の
記
憶
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
物
語
は

感
動
の
結
末
へ
。
市
内
の
バ
ス
に

乗
車
し
た
主
人
公
が
、
運
転
手
と

の
会
話
の
中
で
亡
き
父
の
記
憶
に

思
い
を
は
せ
る
奇
跡
の
ス
ト
ー

リ
ー
。

この広報紙は､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています
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練
習
が
始
ま
る
前
か
ら

「
ソ
ー
ラ
ン
踊
れ
る
ね
」

と
楽
し
み
に
し
て
い
た
き

り
ん
組
の
お
と
も
だ
ち
。

暑
い
中
、
く
じ
け
そ
う
に

な
っ
て
も
、
励
ま
し
合
い

な
が
ら
一
生
懸
命
練
習
し

て
き
ま
し
た
。

　

運
動
会
当
日
は
、ず
っ

と
憧
れ
て
い
た
お
揃
い
の

は
っ
ぴ
を
着
て
「
や
ー
！
」

と
元
気
に
入
場
し
て
き
た

子
ど
も
た
ち
。一
人
ひ
と
り

凛
々
し
く
堂
々
と
披
露
で

き
、大
き
な
成
長
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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が
完
成
！
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やまとやまと認定認定こどもこども園園
きりんきりん組組
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